
と
ち
ぎ
の
近
代
化
産
業
の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
旅

近
代
化
遺
産メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
の

近
代
化
遺
産メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
の



大正初年の黒磯駅構内（個人蔵、那須野が原博物館提供）

大谷停車場（明治42［1909］年：栃木県立図書館蔵、那須野が原博物館提供）

田
中
正
造
遺
愛
の
肖
像
（
明
治
四
十
五
﹇
一
九
一
二
﹈
年
撮
影
／
佐
野
市
郷
土
博
物
館
蔵
）

雲井織（明治22［1889］年：県指定：県立足利工業高等学校保管）
日本の意匠登録第1号で、足利織物の先進性を象徴する織物見本 近

代
化
遺
産

メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
の

　明
治
政
府
に
よ
る
殖
産
興
業
政
策
は
、
栃
木

県
に
お
い
て
も
産
業
の
近
代
化
を
推
し
進
め
ま

し
た
。
中
で
も
足
尾
銅
山
で
の
銅
生
産
は
日
本

の
近
代
化
を
支
え
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
日
本

の
銅
産
出
量
の
四
分
の
一
を
占
め
る
ほ
ど
の
鉱
山

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
足
尾
銅
山
か
ら

渡
良
瀬
川
へ
鉱
毒
が
流
出
し
、
田
中
正
造
は
被

害
を
受
け
た
農
民
た
ち
と
共
に
こ
の
問
題
に
立

ち
向
か
い
ま
し
た
。

　織
物
業
は
足
利
や
群
馬
県
の
桐
生
で
急
速
に

発
展
し
、
海
外
へ
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
宇
都
宮
で

採
掘
さ
れ
る
大
谷
石
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
使
用
さ

れ
、
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
石
材
運
搬
に
は
、
人

が
貨
車
な
ど
を
押
す
「
人
車
鉄
道
」

が
活
躍
し
ま
し
た
。
那
須
野
が
原
開

拓
は
、
日
本
三
大
疏
水
の
ひ
と
つ
で
あ

る
那
須
疏
水
の
通
水
と
と
も
に
地
元

の
結
社
・
華
族
農
場
が
数
多
く
設
立

さ
れ
、
本
州
最
大
の
農
場
群
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
業
や
開
拓
を

支
え
た
の
が
鉄
道
で
し
た
。

　栃
木
県
の
近
代
化
は
、
日
本
の
近

代
化
の
縮
図
と
も
い
え
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
わ
た
し
た
ち
に
様
々
な
問
題

を
問
い
か
け
る
文
化
遺
産
な
の
で
す
。

そ

　す
い し

ょ
く
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う

じ
ん
し
ゃ
て
つ
ど
う



産業の近代化、その光と影 ～渡良瀬川～石の建造物と近代化遺産那須野が原と近代化遺産

や
な
か
む
ら
あ
と

き
ゅ
う
し
も
つ
け
れ
ん
が
せ
い
ぞ
う
が
い
し
ゃ
れ
ん
が
が
ま

国指定
重文建造物

た
な
か
し
ょ
う
ぞ
う
き
ゅ
う
た
く

県指定
史　跡

き
ゅ
う
き
む
ら
ゆ
し
ゅ
つ
お
り
も
の
こ
う
じ
ょ
う
・
じ
む
し
ょ
と
う

県指定
建造物

な
す
そ
す
い
き
ゅ
う
し
ゅ
す
い
し
せ
つ

国指定
重文建造物

と
き
わ
が
お
か

市指定
史　跡

き
ゅ
う
あ
お
き
け
な
す
べ
っ
て
い

国指定
重文建造物

た
か
ぎ
か
い
か
ん

国登録
建造物

に
っ
ぽ
ん
せ
い
こ
う
か
い
に
っ
こ
う
し
ん
こ
う
き
ょ
う
か
い

県指定
建造物

ふ
る
か
わ
か
け
み
ず
く
ら
ぶ
（
き
ゅ
う
か
ん
・
し
ん
か
ん
）

国登録
建造物

び
ょ
う
ぶ
い
わ
せ
き
ざ
い 

い
し
ぐ
ら
﹇
に
し
ぐ
ら
・
ひ
が
し
ぐ
ら
﹈

県指定
建造物

か
と
り
っ
く
ま
つ
が
み
ね
き
ょ
う
か
い

国登録
建造物

あ
し
お
ど
う
ざ
ん
あ
と
﹇
つ
う
ど
う
こ
う
﹈

国指定
史　跡

わ
た
ら
せ
け
い
こ
く
て
つ
ど
う
・
つ
う
ど
う
え
き

国登録
建造物

わ
た
ら
せ
け
い
こ
く
て
つ
ど
う
・
あ
し
お
え
き

国登録
建造物

ろ 6ろ 6

い 4い 4

い 4い 4

ろ 3

は 4

は 4

は 2

に 2

は 2は 2

い 5い 5

谷
中
村
跡

旧
下
野
煉
化
製
造
会
社
煉
瓦
窯

田
中
正
造
旧
宅

旧
木
村
輸
出
織
物
工
場
・
事
務
所
棟

那
須
疏
水
旧
取
水
施
設

常
盤
ヶ
丘

旧
青
木
家
那
須
別
邸

高
木
会
館

日
本
聖
公
会

日
光
真
光
教
会

古
河
掛
水
倶
楽
部 
﹇
旧
館
・
新
館
﹈

屏
風
岩
石
材 

石
蔵

﹇
西
蔵
・
東
蔵
﹈

カ
ト
リ
ッ
ク
松
が
峰

教
会

足
尾
銅
山
跡 

﹇
通
洞
坑
﹈

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
・
通
洞
駅

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
・
足
尾
駅

明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
足
尾
鉱
毒
被

害
の
防
止
策
と
し
て
遊
水
池
を
つ
く
る
た
め
、

藤
岡
町
（
現
・
栃
木
市
藤
岡
町
）
に
合
併
さ

れ
廃
村
。
現
在
、
史
跡
と
し
て
訪
問
で
き
る
。

声
な
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
鎮
魂
の
地

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
建
造
。
経
済
産

業
省
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」（
赤
煉
瓦
）
に

選
定
。
国
内
に
四
つ
あ
る
ホ
フ
マ
ン
式
輪
窯
の

う
ち
、
唯
一
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
残
っ
て
い
る
。

赤
レ
ン
ガ
が
圧
巻
の
十
六
角
形
の
窯

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
般
公
開
さ
れ
、
地

域
の
財
産
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。
隠

居
所
、
母
屋
、
土
蔵
の
他
、
田
中
正
造
ゆ
か

り
の
資
料
も
見
学
で
き
る
。

「
義
の
人
」
原
点
の
生
家

工
場
棟
は
明
治
二
十
五（
一
八
九
二
）年
、

事
務
所
棟
は
明
治
四
十
四（
一
九
一一
）年

建
築
。経
済
産
業
省「
近
代
化
産
業
遺
産

群
」（
両
毛
織
物
）に
選
ば
れ
て
い
る
。

明
治
期
足
利
織
物
を
代
表
す
る
工
場

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
、
那
珂
川
の
絶
壁
に
ト
ン

ネ
ル
を
掘
っ
て
造
ら
れ
た
取
入
口
。
そ
の
後
、
明
治

三
十
八（
一
九
〇
五
）
年
に
第
二
取
入
口
が
造
ら
れ
た
。

断
崖
に
造
ら
れ
た
石
の
水
門

標
高
二
百
四
十
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
赤
松
が
生
い
茂
る
丘
。

中
腹
に
は
、
矢
板
武
（
や
い
た
た
け
し
）
や
印
南
丈
作
（
い

ん
な
み
じ
ょ
う
さ
く
）
ら
那
須
野
が
原
開
拓
に
ゆ
か
り
あ

る
五
名
の
墓
が
あ
る
。

那
須
野
が
原
開
拓
の
功
労
者
た
ち
が
眠
る

当
時
の
外
務
大
臣
で
那
須
野
が
原
に
自

ら
の
農
場
を
所
有
し
て
い
た
青
木
周
蔵

が
、明
治
二
十
一（
一
八
八
八
）年
に
建
て

た
西
洋
式
の
邸
宅
。立
派
な
並
木
道
と

四
季
折
々
の
花
々
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

開
拓
農
場
経
営
者
の
生
活
を
物
語
る
家

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
黒
磯
銀
行
本
店
と
し
て
建
築
。

外
観
正
面
は
芦
野
石
、
側
面
と
背
面
に
は
大
谷
石
を
積
み

上
げ
、
和
洋
折
衷
し
た
独
特
の
雰
囲
気
が
漂
う
。

カ
フ
ェ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
旧
銀
行
本
店

英
国
国
教
会
に
属
し
、
現
在
の
教
会
堂
は
ア
メ
リ
カ
人
の
建
築

家
で
教
育
者
の
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
よ
る
設
計
。
外
壁
は
近
く
の

大
谷
川
（
だ
い
や
が
わ
）
か
ら
採
取
さ
れ
た
石
を
、
内
部
は
鹿

沼
石
を
用
い
て
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
完
成
し
た
。

設
計
者
夫
妻
が
眠
る
石
造
り
の
教
会

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
、
足
尾
銅
山
を

訪
れ
る
華
族
や
政
府
高
官
の
接
待
・
宿
舎
と

し
て
渡
良
瀬
川
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
。
内

部
は
和
室
を
併
せ
持
つ
。

銅
板
葺
の
瀟
洒
な
鉱
都
の
迎
賓
館

明
治
末
期
の
建
造
で
、
石
の
町
・
大
谷
を
代
表
す
る
石
蔵
。

大
谷
石
で
積
み
上
げ
ら
れ
、
西
蔵
は
居
住
用
と
し
て
、
東
蔵
は

倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

洋
風
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
大
谷
石
の
蔵

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
、
宇
都
宮
天
主
公
教
会
と
し
て

創
立
。
聖
堂
は
、
ス
イ
ス
の
建
築
家
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ン
デ
ル
に

よ
る
設
計
で
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
完
成
。
大
谷
石
建
築

で
は
現
存
最
大
級
を
誇
る
。

大
谷
石
に
込
め
ら
れ
た
祈
り
の
森

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
に
開
削
を
は
じ
め
、
十
一

年
を
か
け
て
完
成
。
開
削
に
は
当
時
の
最
新
技
術
を

導
入
。経
済
産
業
省「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」（
足
尾
）

に
選
定
。

千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
つ
づ
く
坑
道
の
入
口

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、
足
尾
鉄
道
の
駅
開
業
に
あ
わ
せ
て
建
築

さ
れ
た
木
造
平
屋
の
駅
舎
。
柱
や
梁
（
は
り
）
が
壁
の
表
面
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

鉱
山
都
市
・
足
尾
の
玄
関
口

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、
足
尾
鉄
道
の
駅
開
業
に
あ
わ
せ
て
建
築
さ

れ
た
木
造
平
屋
の
駅
舎
で
、昭
和
十
三（
一
九
三
八
）年
に
改
修
さ
れ
た
。

沿
線
で
は
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
。

懐
か
し
さ
漂
う
木
造
の
駅
舎

【
問
】
0
2
8
7-

6
4-

2
3
3
0

【
時
間
】
11
時
〜
21
時
【
休
】
火

■足利織物記念館

【問】0283-24-5130【公開時間】10
時～16時【公開日】火,木,土,日【休】
月,水,金,祝休日（ゴールデンウィー
ク中は公開）お盆,年末年始（12/26
～1/4）【入場料】一般300円,団体
（20名以上）,障がい者,小中学生,高
校生 無料

【問】（平日 : 足利市教育委員会
文化課）0284-20-2230（土日・
祝休日 : 足利市助戸公民館）
0284-44-0791【開 館 時 間】
9時～16時（雨天時は閉館）【閉
館日】年末年始（要事前確認）
【入館料】無料（見学の際は助
戸公民館で受付）

【問】0288-93-3240
【開館時間】9時～16時
15分（閉館17時）【休館
日】年中無休【入坑料】
大人830円,小,中学生
410円

【問】（平日）0288-93-3255（土・日・
祝休日）0288-93-2015【開館日】
土,日,祝休日 ※平日は事前予約にて
受付（10名以上）, GW中は連日開館
【開館時間】10時～15時半（14時45
分受付終了）【休館日】11月下旬～翌
3月下旬【入館料】大人 500 円 , 小
中学生 300 円

【問】0287-63-0399【開館
時 間】（4～9 月）9 時～17
時 半（10～3 月）9 時～16
時半【休館日】月（祝休日の
場合は開館,翌日休館）年末
年始（12/29～1/3）【入館料】大人
200円,小,中学生100円 ※毎月第３
日曜「家庭の日」は中学生以下は無料

【利用時間】（3/1～10/31）
9時半～17時（11/1～11/30）
9時半～16時半（12/1～2月
末日）9時半～16時【利用不
可】月（祝休日の場合は利用
可で翌日利用不可）年末年始
（12/29～1/3）

【問】0280-33-6667【公開時
間】9時～17時【休館日】月、祝
休翌日（祝休日の場合は開館、
翌日休館）年末年始（12/29～
1/3）【入館料】一般100（80）円 
中学生以下は無料
※（ ）は15名以上の団体料金

（
那
須
疏
水
公
園
）

（
那
須
疏
水
公
園
・
冬
期
は
使
用
不
可
）

那
須
疏
水
公
園
／
那
須
塩
原
市
西
岩
崎

（
長
延
寺
）

那
須
塩
原
市
二
つ
室
ほ
か

日
光
市
足
尾
町
通
洞

日
光
市
足
尾
町
掛
水

佐
野
市
小
中
町

谷
中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン
／

栃
木
市
藤
岡
町
内
野

と
ち
ぎ
明
治
の
森
記
念
館
／
那
須
塩
原
市
青
木

足
利
市
助
戸
公
民
館
／

足
利
市
助
戸
仲
町

野
木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
／
野
木
町
野
木

足
尾
銅
山
観
光
／
日
光
市
足
尾
町
通
洞

カ
フ
ェ
・
ド
・
グ
ラ
ン
ボ
ワ
／
那
須
塩
原
市
本
町

日
光
市
足
尾
町
掛
水

※内部は非公開のため、敷地に入らず外観のみの見学

宇都宮市大谷町

（城山地区市民センター）
（城山地区市民センター）

（道の駅明治の森  黒磯）

【問】028-635-0405
【時間】（通常）8時～20時

宇都宮市松が峰1丁目

【問】0288-54-3464日光市本町

駐
車
場

ト
イ
レ

マ
ッ
プ
コ
ー
ド

548 448 199

し
ょ
う 

し
ゃ

ど
う   

い
た  

ぶ
き

げ
い  

ひ
ん  

か
ん



足利市西宮町

織姫神社

国登録
建造物

矢板市本町

矢板武記念館

市指定
史跡

県立那須拓陽高等学校
那須塩原市下永田４丁目

大山記念館洋館

県指定
建造物

とちぎの近代化を
今に伝える
貴重な建造物

明治38（1905）年頃、元帥・大山
巌が自らの農場に建築した素朴なが
ら重厚なレンガ造りの洋風別荘。隣
に和風の建物が併設されている。

宝永2（1705）年、機織（はたお）りの
神様を祀り創建。社殿は明治期に焼
失するも、昭和12（1937）年再建さ
れた。足利の産業振興の守り神、縁結
びの神様として親しまれている。

【問】0287-43-0032【開館時間】（4～10月）9時半～16時（11～3月）10時～
15時【休】月,火（祝休日の場合は開館,翌日休館）祝休翌日（土日の場合は開館）
年末年始（12月27日～1月5日）【入館料】大人100円（60円）※未就学児
～学生無料,（ ）は20名以上の団体料金,11月1日～3日は無料公開

那須野が原開拓の功労者矢板武の旧宅。
関連資料や写真の展示の他、庭園や樹齢
約180年のシダレザクラ（市指定天然記
念物）など四季折々の景色が楽しめる。

【問】0287-36-1225【開館日】月,水,金（見学は数日前までに予約が必要）
【開館時間】13時半～16時【入館料】無料

（矢板市役所）

栃木県内の近代化遺産関連の出来事
（国内の主な出来事）

宇都宮軌道運輸株式会社創設（1896年）
西原町～荒針間が開通（1897年）

日清戦争（1894～95年）

衆議院議員田中正造、第2回帝国議会で
鉱毒事件に関する質問書を提出（1891年）

日光線全線開通（1890年）

第1回帝国議会開院（1890年）

大日本帝国憲法公布（1889年）

外務大臣青木周蔵が西洋風の那須別邸を建築（1888年）

両毛鉄道、小山～足利間が開通（1888年）

東北本線、上野～宇都宮間が開通（1885年）
東北本線、宇都宮～黒磯間が開通（1886年）

那須疏水取入口完成（1885年）

三島通庸、栃木県令に就任（1883年）
県庁が栃木から宇都宮へ移転（1884年）

伊藤博文・松方正義が那須野が原を視察する（1879年）
印南丈作・矢板武等、那須開墾社を組織（1880年）

古河市兵衛、足尾銅山を買収（1877年）

廃藩置県がおこなわれる（1871年）

戊辰戦争、江戸を東京と改称（1868年）

ポツダム宣言受諾（1945年）

第二次世界大戦（1939年）

大正天皇崩御、昭和と改元（1926年）

関東大震災（1923年）

宇都宮石材軌道、鶴田～荒針間が開業。
大谷石の販路が飛躍的に拡大（1915年）

第一次世界大戦（1914～18年）

田中正造が支援者の庭田家で永眠（1913年）

足尾鉄道全線開通（1914年）

明治天皇崩御、大正と改元（1912年）

谷中村を強制廃村し、藤岡町に合併（1906年）

日露戦争（1904～05年）

田中正造、衆議院議員を辞職。天皇に直訴（1901年）

19世紀

20世紀

年 代

駐車場 トイレ



ふかく知る 博物館・資料館

【所在】佐野市大橋町2047
【問】0283-22-5111【開】9 時～17 時（入
館は16時半まで）【休】月（祝休日は開館）
祝休翌日（土日の場合は開館）毎月末日,年末
年始 ※臨時休館日あり【料金】無料（企画展
開催時は有料）【駐車場】あり

【所在】足利市通1-2673-1
【問】0284-41-8201【開】9時～17時【休】
第３水曜（祝休日の場合は開館,翌日休館）年
末（12月29日～31日）【料金】無料【駐車場】
なし ※太平記館観光駐車場（無料,開場9時
～17時）を利用

【所在】日光市足尾町松原2825
【問】0288-25-5810（平日：0288-93-3255）
【開】10時～16時【開館期間】4月1日～11月
30日【休】月・火（祝休日の場合は開館, 翌日
休館）【料金】一般（高校生以上）400円、小・
中学生280円 ※20名以上の団体と障害者手
帳をお持ちの方とその介護者の方は20%割引
【駐車場】あり

【所在】宇都宮市大谷町909
【問】028-652-1232【開】4月～11月：9時～17
時（入館は16時半まで）12月～3月：9時半～16
時半（入館は16時まで）【休】4月～11月：なし 12
月～3月：火（祝日開館）祝休翌日 年末年始（12月
26日～1月1日）※臨時休館あり【料金】大人800
円（700円）小人（小・中学生）400円（350円）
※（ ）は20名以上の団体料金【駐車場】あり

【所在】宇都宮市石井町2287
【問】028-661-8303【開】9時～16時半
【開館日】土,日,祝休日【料金】無料【駐車場】
あり

【所在】那須塩原市三島5-1
【問】0287-36-0949【開】9時～17時（入館は
16時半まで）【休】くん蒸期間（9/23～29）年末
年始（12/29～1/3）【料金】一般300円（250円）
高校,大学生200円（150円）小,中学生100円
（50円）※（ ）は20名以上の団体料金 ※特別展
開催時の料金はその都度定める【駐車場】あり

栃木の近代産業を支えた蚕糸業

　明治4（1871）年、国内の殖産興業政
策の先駆けとして、江戸日本橋の豪商川村
伝左衛門（迂叟）が河内郡石井村（現：
宇都宮市石井町）に養蚕・製糸工場を設
立しました。迂叟は明治2（1869）年、
鬼怒川沿岸に桑苗を植え、翌年蚕の育成
を手がけました。そして明治4（1871）年、

製糸試験場を設立し、翌5年には蚕の卵
の改良に着手しました。やがて生糸生産が
軌道にのると「大嶹商舎」と称し、ここで
つくられた生糸や蚕種などが海外の博覧会
で高い評価を受けました。大嶹商舎で生
まれた生糸は、栃木県のみならず、国内の
産業の近代化に貢献したのです。

大嶹商舎商標（明治10年代：栃木県立博物館蔵）

佐野市郷土博物館

足利まちなか遊学館

古河足尾歴史館

大谷資料館

石井河岸菊池記念歴史館

那須野が原博物館

おおしましょうしゃ

さんしゅ

さんしぎょう

うそう

くわなえ



近代化遺産からのメッセージ
【表紙写真：左上から】旧木村輸出織物工場／古河橋（国重文）／旧
青木家那須別邸／天狗の投岩（大正4［1915］年：栃木県立図書館蔵）
／カトリック松が峰教会／（写真右最下部）那須疏水旧取水施設

とちぎ
いにしえの回廊 五五

栃木県教育委員会事務局文化財課
☎028-623-3424

足利市教育委員会事務局文化課
☎0284-20-2230

那須塩原市教育委員会事務局生涯学習課
☎0287-37-5419

野木町教育委員会事務局生涯学習課
☎0280-57-4188

矢板市教育委員会事務局生涯学習課
☎0287-43-6218

栃木市教育委員会事務局文化課
☎0282-21-2497

関係連絡先一覧

写真提供・協力者（敬称略）

足利まちなか遊学館／佐野市郷土博物館
／栃木県立図書館／栃木県立博物館／
那須野が原博物館／野木町教育委員会
／古河機械金属株式会社足尾事業所／
矢板市教育委員会／わたらせ渓谷鐵道
株式会社／高木慶一

宇都宮市教育委員会事務局文化課
☎028-632-2768

日光市教育委員会事務局文化財課
☎0288-25-3200

佐野市教育委員会事務局文化財課
☎0283-25-8520

発  行 栃木県教育委員会事務局文化財課
〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20

https://www.inishie.tochigi.jp

「とちぎいにしえの回廊」とは

　古くから自然と人間とのかかわりを通じて、人びとの生活の中から
生まれ、大切に守られてきた文化財。このプロジェクトは、栃木県内
に残る貴重な文化財を７つのテーマ（川と古墳、東山道、中世武士団、
日光への道、近代化遺産、おくのほそ道、くらしと水）から紹介する
ことで、文化財という「宝」を知ってもらい、また新たな魅力を発見
してもらうプロジェクトです。

とうさんどう

　また、専用ＷＥＢサイトを開設しました。こちら
では、特集ページのほか、県内の文化財やお祭り・
伝統行事の開催情報の提供など、本パンフレット
に掲載されていない情報が掲載されています。ぜ
ひチェックしてみて下さい。

https://www.denso-communications.jp/mapcode/whats.html

※「マップコード」および「MAPCODE」は（株）デンソー
の登録商標です。「マップコード」の使い方については、
開発元の（株）デンソーのホームページをご参照ください。

2014（平成26）年3月 第1刷発行
2015（平成27）年7月 第2刷発行
2018（平成30）年3月 第3刷発行
2021（令和 ３ ）年３月 第4刷発行

マップコードとは?


